
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 九州医療科学大学 
設置者名 学校法人 順正学園 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 
夜間･

通信制

の場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 全学

共通

科目 

学部等

共通科

目 

専門

科目 合計 

社会福祉学部 

ｽﾎﾟｰﾂ健康福祉

学科 

夜・ 

通信 
14 8 321 343 13  

臨床福祉学科 
夜・ 

通信 
0 0 32 32 13  

薬学部 

薬学科 
夜・ 

通信 
13 8 88 109 19  

動物生命薬科学

科 

夜・ 

通信 
13 10 101 124 13  

生命医科学部 生命医科学科 
夜・ 

通信 
15 11 129 155 13  

臨床心理学部 臨床心理学科 
夜・ 

通信 
15 4 183 202 13  

通信教育部 

社会福祉学部 

スポーツ健康福

祉学科 

夜・ 

通信 
0 0 22 22 13  

臨床福祉学科 
夜・ 

通信 
0 0 22 22 13  

（備考） ※学生募集停止 臨床福祉学科（4年次のみ）  

             通信教育部臨床福祉学科（4年次のみ） 

     ※通信教育部ｽﾎﾟｰﾂ健康福祉学科は令和 6年開設（1～3年次のみ） 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
学科毎に開講科目一覧表を、大学ホームページにて公表 
https://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure 

※情報公開のページに本制度の公表内容を掲載 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由）  該当なし 

 

  

https://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 九州医療科学大学 
設置者名 学校法人 順正学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学校法人順正学園のホームページにて公表 

https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
公益財団法人 

理事長 

令和 7 年度定時評議員

会（R7.6.13開催）終結

の時から 

令和 11 年度定時評議

員会終結の時まで 

コンプライアンス 

非常勤 

公益財団法人 

センター長 

（前職） 

令和 7 年度定時評議員

会（R7.6.13開催）終結

の時から 

令和 11 年度定時評議

員会終結の時まで 

産学連携 

（備考） 

 

  

https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 九州医療科学大学 

設置者名 学校法人 順正学園 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

授業計画書（シラバス）については、毎年度、学部・学科ごとに定めるカリキュラ

ム・ポリシー及びディプロマ・ポリシーに基づき、各授業担当教員が作成及び見直し

を行っている。 

シラバスの作成に当たっては、シラバス作成マニュアルを整備し、記載項目や表記

方法の統一を図るとともに、授業の目的・到達目標、授業内容及び方法、授業計画、

成績評価の方法・基準、事前・事後学修の内容等について、学生が理解しやすい記載

となるよう努めている。 

また、シラバスの質保証を目的として、学科長及びカリキュラム担当教員（シラバ

スチェック担当者）を中心とした第三者による点検・確認を実施し、内容の充実及び

改善を図っている。 

完成したシラバスは、年度当初の履修登録開始前である 3月末までに学修支援シス

テム（ユニバーサルパスポート）を通じて学生へ公表している。また、2019年度から

は「実務経験のある教員による授業科目」の項目を設け、該当科目であることが明確

に分かるよう記載している。 

さらに、在学生以外の一般の方に対しても、本学ホームページ上でシラバス検索シス

テムを公開しており、当該年度のシラバスに加え、過年度のシラバスについても閲覧・

検索できる環境を整備している。 

授業計画書の公表方法 

本学ホームページにより公表 
※3.授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業計画（シラバス又は年間授業計画の概要）  

http://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure/disclo-01 

＊情報公開のページに公表内容を掲載 

※学修支援システム・シラバス検索システム 

https://unipa.jei.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml 
  

http://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure/disclo-01
https://unipa.jei.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml


  

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

単位認定及び卒業認定について、学則（第 5 章第 32 条、第 36 条及び第 37 条）に

基づき、適切かつ厳格に運用している。また、単位認定の要件や成績評価の基準を明

確に定め、「学生便覧」に掲載して学生へ周知している。 

各授業科目における学修成果の評価については、シラバスの「評価方法」欄に、試

験、レポート、小テスト、発表、演習への取組状況、授業への参加態度その他の学修

活動など、評価方法及び評価割合を具体的に明示している。担当教員は、これらのあ

らかじめ公表した基準に基づき、学生の学修意欲や学修状況を含めて総合的に評価

し、厳格かつ公正な成績評価を行った上で単位を認定している。 

また、卒業論文や卒業研究など、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）の達成状

況を評価する科目については、ルーブリック評価表等の客観的な評価基準を活用し、

学修成果を多面的かつ適正に評価している。 

このように、本学では、学生の学修成果を適切な方法により評価し、その結果に基づ

いて厳格かつ公正に単位認定及び卒業認定を実施している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

学修成果を客観的に把握・評価するため、GPA（Grade Point Average）制度を導入し

ており、その算出方法、対象科目、評価基準及び活用方法については、「学生便覧」に

明確に定め、学生へ周知している。 

また、GPA 制度の内容は学内規程等に基づいて適切に運用し、学生の履修指導や学修

支援等に活用するとともに、成績評価の客観性及び透明性の確保に努めている。各授

業科目の成績評価については、シラバスにあらかじめ示した評価方法及び評価基準に

基づき、担当教員が厳格かつ適正に実施している。（別表） 

 

＜2019年度入学生まで＞ 

 
  



  

＜2020年度入学生より＞ 

 
 

（通信教育部は以下のとおり、算出方法は上記に準拠） 

 
 

さらに、学生が自身の学修状況や成績の位置付けを客観的に把握できるよう、学科及

び学年ごとの GPA 分布を作成し、ホームページ等を通じて公表している。 

 また、本学ではチューター制度を導入しており、各学生に対して GPAやその分布状

況を活用した個別の学修指導を実施している。これにより、学生の学修意欲の向上や

主体的な学修の促進を図るとともに、成績不振者への早期支援や適切な履修指導につ

なげている。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

大学ホームページにて公表 

http://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure 

※情報公開のページに本制度の公表内容を掲載 

  

http://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure


  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

本学では、建学の理念及び教育目的を踏まえ、各学部・学科の特色に応じた卒業認

定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を策定し、大学ホームページ、学生便

覧及び募集要項等を通じて広く公表している。 

また、各学部・学科では、ディプロマ・ポリシーの達成を目的としてカリキュラム・

ポリシーを定め、その方針に基づく教育課程を編成・実施している。各授業科目にお

いては、シラバスに明示した評価方法及び評価基準に基づき、試験、レポート、実習、

演習、卒業論文等を通じて学修成果を厳格かつ適正に評価し、所定の単位を認定して

いる。 

卒業認定に当たっては、修業年限以上在学し、教育課程に定められた所定の単位を

修得するとともに、ディプロマ・ポリシーに定める資質・能力を身に付けた学生を対

象として審査を行う。科目担当教員による厳正な成績評価及び単位認定を基礎とし

て、教務担当部署が成績及び修得単位等を集約・確認し、卒業判定資料を作成する。

その後、学科における確認を経て、教授会の審議を踏まえ、学長が最終的に卒業認定

及び学位授与を決定している。 

このように、本学では卒業認定・学位授与の方針を適切に策定・公表するとともに、

その方針に基づき、公正かつ厳格な卒業認定を実施している。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

大学ホームページにて公表 

※1.教育課程の編成と実施方法（3つのポリシー） 

＊情報公開のページに公表内容を掲載 

https://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure/disclo-01 
 

https://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure/disclo-01


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 九州医療科学大学 

設置者名 学校法人順正学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure 
収支計算書又は損益計算書 https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure 
財産目録 https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure 
事業報告書 https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure 
監事による監査報告（書） https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：大学ホームページにて公表 

※自己点検評価 

http://www.phoenix.ac.jp/outline/self-inspection-and-evaluation 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：大学ホームページにて公表 

※日本高等教育評価機構 大学機関別認証評価 

https://www.phoenix.ac.jp/outline/jihee#main-cont 

 

  

https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure
https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure
https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure
https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure
https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure
http://www.phoenix.ac.jp/outline/self-inspection-and-evaluation
https://www.phoenix.ac.jp/outline/jihee#main-cont


  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 社会福祉学部、薬学部、生命医科学部 臨床心理学部 

教育研究上の目的（公表方法：大学ホームページにて公表） 

https://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure/disclo-01 

（概要） 

本学では、学則第 1 条において「本学は、教育基本法及び学校教育法の本旨にのっとり、

国際化社会に向けて、介護・福祉・医療・薬学に関する理論及び社会の問題を教育研究し、

応用能力を持つ人格を陶冶することを目的とする。」と定めている。この理念に基づき、

各学部・学科において、それぞれの専門性や特色を踏まえた教育研究活動を展開している。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：大学ホームページにて公表） 

※1.教育課程の編成と実施方法（3つのポリシー）＊情報公開のページに公表内容を掲載 

https://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure/disclo-01 

（概要） 

各学部・学科が定めるディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）に基づき、

教育課程において修得すべき知識、技能、思考力、判断力及び態度等を総合的に評価し、

卒業認定及び学位授与を厳格かつ適切に実施している。 

学生の学修成果は、カリキュラム・ポリシーに基づいて編成された教育課程において、各

授業科目であらかじめ定められた到達目標及び評価基準に従い、公正かつ厳正に評価され、

所定の単位を認定している。卒業認定に当たっては、修得単位及び卒業要件の充足状況を

教務担当部署が取りまとめ、学科における確認を経た上で、教授会の審議結果を踏まえ、

学長が最終的に卒業を認定する体制としており、適正性及び客観性を確保している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ホームページにて公表） 

※1.教育課程の編成と実施方法（3つのポリシー）＊情報公開のページに公表内容を掲載 
https://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure/disclo-01 

（概要） 

 ディプロマ・ポリシーに掲げる資質・能力を学生が身に付けられるよう、その達成を目

的としてカリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）を策定してい

る。この方針に基づき、学部・学科ごとの教育目的及び人材養成の目的を踏まえ、基礎的

教養教育から専門教育までを体系的かつ段階的に編成するとともに、講義・演習・実習等

の多様な教育方法を組み合わせて実施している。 

 また、各授業科目の到達目標、授業内容及び成績評価基準をシラバスに明示し、学修成

果を適切に評価することで、専門的知識・技能に加え、課題解決能力や実践力を備えた特

色ある専門職人材の育成に取り組んでいる。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ホームページにて公表） 

※1.教育課程の編成と実施方法（3つのポリシー）＊情報公開のページに公表内容を掲載 
https://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure/disclo-01 

（概要） 

 本学の建学の理念に則り、大学及び各学部・学科の使命・目的及び教育目的を反映し、

「求める人物像」や「事前に学んできてほしいこと」を中心としたアドミッション・ポリ

シーを策定し、中等教育段階までに修得すべき知識・能力・特性・目的意識等を明確に定

め、ディプロマ・ポリシーやカリキュラム・ポリシーとの関連に基づく入学者選抜方法並

びに方針に従い、より優秀な入学者選抜を実施すべく、本学ホームページや学生募集要項

等に公開している。 

 

  

https://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure/disclo-01
https://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure/disclo-01
https://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure/disclo-01
https://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure/disclo-01


  

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：下記の URLのとおり、本学 HP上の情報公開ページに広く基本的組織に関す

る事項を公開している。 

http://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure/disclo-01 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ ２人 － ２人 

社会福祉学部 

（通信教育部含む） 
－ 

１０人 ６人 ６人 １人 ０人 ２３人 

薬学部 － １８人 １７人 ２人 ０人 ０人 ３７人 

生命医科学部 － １２人 ３人 ２人 ０人 ０人 １７人 

臨床心理学部 － ６人 ２人 ４人 ０人 ０人 １２人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

  ０  人 １３３ 人 １３３ 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法： 

大学ホームページにて公表 

※1. 教員組織、各教員が有する学位及び業績 

＊情報公開のページに公表内容を掲載 

https://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure/disclo-01 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

授業内容や教育方法の改善・向上にとどまらず、教学マネジメントや学生支援を含む教育活動全般に

関わる喫緊の課題をテーマとして、毎年度 FD（ファカルティ・ディベロップメント）研修会を開催して

いる。 

FD 研修会では、講演や事例紹介による知識の習得だけでなく、学部・学科や教員・事務職員の枠を超

えたグループ討議を実施し、多様な視点から課題の共有や対応策の検討を行っている。これにより、組織

横断的な連携を促進するとともに、教育の質保証及び改善に向けた実践的な取組につなげている。 

グループ討議の場を設け、積極な問題解決に取り組めるよう、工夫を行っている。 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

社会福祉学部 80 人 66 人 82.5％ 328 人 243 人 74.1％ 4 人 2 人 

薬学部 140 人 77 人 55.0％ 784 人 398 人 50.8％ 6 人 0 人 

生命医科学部 40 人 36 人 90.0％ 240 人 123 人 51.3％ 0 人 2 人 

臨床心理学部 40 人 26 人 65.0％ 160 人 108 人 67.5％ 0 人 4 人 

小計 300 人 205 人 68.3％ 1,512 人 872 人 57.7％ 10 人 0 人 

通信教育部 300 人 26 人 8.7％ 1,444 人 350 人 24.2％ 62 人 18 人 

合計 600 人 231 人 38.5％ 2,956 人 1,222 人 41.3％ 72 人 22 人 

（備考） 

※令和 7 年度の入学生募集より、生命医科学部の入学定員を 80 名から 40 名に変更 

※編入学生については、定員に欠員のある場合には、学則に定めのある定員以外にも受け入れる 

場合がある。 

http://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure/disclo-01
https://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure/disclo-01


  

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

社会福祉学部 
57 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

55 人 

（96.5％） 

2 人 

（3.5％） 

薬学部 
79 人 

（100％） 

3 人 

（3.8％） 

63 人 

（79.8％） 

13 人 

（16.5％） 

生命医科学部 
45 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

35 人 

（77.8％） 

10 人 

（22.2％） 

臨床心理学部 
28 人 

（100％） 

3 人 

（10.7％） 

21 人 

（75.0％） 

4 人 

（14.3％） 

合計 
209 人 

（100％） 

6 人 

（2.9％） 

174 人 

（83.3％） 

29 人 

（13.9％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

宮崎県庁、鹿児島県庁、宮崎県教育委員会、宮崎県社会福祉事業団、宮崎市郡薬剤師会、宮崎江南病院、

KM バイオロジクス株式会社、小泉ネスト動物病院、国立病院機構 九州グループ、ぷらす鍼灸整骨院グ

ループ、株式会社ワンステップ 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

社会福祉学部 
61 人 

（100％） 

49 人 

（80.3％） 

2 人 

（3.1％） 

5 人 

（8.2％） 

5 人 

（8.2％） 

薬学部 
91 人 

（100％） 

50 人 

（60.0％） 

21 人 

（23.1％） 

16 人 

（17.6％） 

4 人 

（4.4％） 

生命医科学部 
58 人 

（100％） 

43 人 

（74.1％） 

5 人 

（8.6％） 

1 人 

（1.7％） 

9 人 

（15.5％） 

臨床心理学部 
32 人 

（100％） 

27 人 

（84.4％） 

1 人 

（3.1％） 

2 人 

（6.3％） 

2 人 

（6.3％） 

小計 
242 人 

（100％） 

169 人 

（69.8％） 

29 人 

（12.0％） 

24 人 

（9.9％） 

20 人 

（8.3％） 

通信教育部 

社会福祉学部 

112 人 

（100％） 

69 人 

（  61.6％） 

16 人 

（  14.3％） 

19 人 

（  17.0％） 

8 人 

（  7.1％） 

合計 
354 人 

（100％） 

238 人 

（  67.2％） 

45 人 

（  12.7％） 

43 人 

（  12.2％） 

28 人 

（  7.9％） 

（備考）※その他は、除籍者並びに転学部転学科者の合計。 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

 

授業計画書（シラバス）については、毎年度、各学部・学科が定めるカリキュラム・ポリシ

ー及びディプロマ・ポリシーに基づき、科目担当教員が作成・見直しを行っている。シラバス

の作成に当たっては、シラバス作成マニュアルを整備し、記載内容や表記方法の統一を図ると

ともに、第三者によるシラバスチェックを実施している。また、学科長及びカリキュラム担当

教員（シラバスチェック担当者）が中心となって内容の確認・改善を行い、教育内容の充実及

び教育の質保証に努めている。 

作成したシラバスは、履修登録開始前の 3 月末までに学修支援システム（ユニバーサルパス



  

ポート）を通じて学生に公表し、計画的な履修及び主体的な学修を支援している。また、2019

年度からは「実務経験のある教員による教育」の項目を設け、対象科目が明確となるよう記載

している。さらに、2025 年度からは「フィードバック」の項目を新たに設け、授業内課題やレ

ポート、小テスト等に対する教員から学生へのフィードバック方法や時期を明示することで、

学生が学修成果を振り返り、継続的な学びの改善につなげられるよう工夫している。 

在学生以外の一般の方に対しては、学部・学科ごとのシラバス一覧及びシラバス検索システ

ムを整備し、当該年度のシラバスに加え、過年度のシラバスについても検索・閲覧できるよう、

本学ホームページを通じて広く公開している。 

さらに、年間の授業計画や学事日程を示す学年暦については、年度当初のオリエンテーション

で説明を行うとともに、学修支援システム（ユニバーサルパスポート）にも掲載し、学生への

周知及び理解の促進に努めている。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 各科目の学修成果に係る評価は以下の基準に基づき行い、認定を行っている。 

＜2019年度入学生まで＞ 

 
＜2020年度入学生より＞ 

 



  

 

（通信教育部は以下のとおり、算出方法は上記に準拠） 

 
 また、卒業認定に当たっては、各科目担当教員による厳正な成績評価を基に、事務部署にお

いて卒業判定の基礎資料を作成し、学科教員及び事務部署の双方で卒業要件の充足状況を確認

している。その後、教授会における審議結果を踏まえ、学長がその意見を聴いた上で、最終的

に卒業を認定することにより、公正かつ適正な卒業認定を実施している。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

社会福祉学部 
ｽﾎﾟｰﾂ健康福祉学科 124 単位 有・無 49 単位 

臨床福祉学科  124 単位 有・無 49 単位 

薬学部 

薬学科(2024～)  189 単位 有・無 49 単位 

薬学科(2023 まで)  186 単位 有・無 49 単位 

動物生命薬科学科  124 単位 有・無 49 単位 

生命医科学部 生命医科学科  124 単位 有・無 49 単位 

臨床心理学部 臨床心理学科  124 単位 有・無 49 単位 

通信教育部 

社会福祉学部 

ｽﾎﾟｰﾂ健康福祉学科  124 単位 有・無 49 単位 

臨床福祉学科  124 単位 有・無 49 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法：本学園独自の奨学金選考条件の一つとして活用して

いる。毎年度、学修支援システムを活用し周知をしており、URL の

提示が出来ない。 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法：特になし。 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：大学ホームページにて公表 

     https://www.phoenix.ac.jp/outline/campusmap 

 

 

  

https://www.phoenix.ac.jp/outline/campusmap


  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 
【2023 年度以前の入学生】 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 

備考 

（任意記載事項） 

社会福祉

学部 

ｽﾎﾟｰﾂ健康福祉学科 853,000 円 300,000 円 350,000 円 施設設備費 350,000 円 

臨床福祉学科 853,000 円 300,000 円 350,000 円 施設設備費 350,000 円 

薬学部 

薬学科(1 年次) 1,096,000 円 300,000 円 520,000 円 施設設備費 520,000 円 

薬学科(2 年次以降) 1,576,000 円 - 520,000 円 施設設備費 520,000 円 

動物生命薬科学科 1,146,000 円 300,000 円 350,000 円 施設設備費 350,000 円 

生命医科 

学部 
生命医科学科 1,146,000 円 300,000 円 350,000 円 施設設備費 350,000 円 

臨床心理 

学部 
臨床心理学科 853,000 円 300,000 円 350,000 円 施設設備費 350,000 円 

通信教育

部 

社会福祉

学部 

臨床福祉学科 155,000 円 

(1 年次) 

30,000 円 
(2 年次編入) 

40,000 円 
(3 年次編入) 

 50,000 円 

30,000 円～ 

科目登録料 30,000 円 

ｽｸｰﾘﾝｸﾞ履修料･ﾒﾃﾞｨｱ履修料 

4,500 円/1 単位 

CD-R 教材費 3,000 円/1 単位 

実習費（選択者のみ） 

100,000 円 

 ※通信教育部については、履修単位等により別途徴収する費目がある。 
【2024 年度以降の入学生】 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 

備考 

（任意記載事項） 

社会福祉

学部 
ｽﾎﾟｰﾂ健康福祉学科 900,000 円 300,000 円 550,000 円 

施設設備費 350,000 円 

救急救命ｺｰｽ履修者は 

3 年次 実験実習費 200,000 円 

薬学部 
薬学科 1,150,000 円 300,000 円 650,000 円 

施設設備費 350,000 円 

5 年次 実験実習費 300,000 円 

動物生命薬科学科 900,000 円 300,000 円 350,000 円 施設設備費 350,000 円 

生命医科 

学部 
生命医科学科 900,000 円 300,000 円 500,000 円 

施設設備費 350,000 円 

3 年次 実験実習費 150,000 円 

臨床心理 

学部 
臨床心理学科 900,000 円 300,000 円 500,000 円 

施設設備費 350,000 円 

言語聴覚ｺｰｽ履修者は 

3 年次 実験実習費 75,000 円 

4 年次 実験実習費 75,000 円 

通信教育

部 

社会福祉

学部 

ｽﾎﾟｰﾂ健康福祉学科 155,000 円 

(1 年次) 

30,000 円 
(2 年次編入) 

40,000 円 
(3 年次編入) 

 50,000 円 

30,000 円～ 

科目登録料 30,000 円 

ｽｸｰﾘﾝｸﾞ履修料･ﾒﾃﾞｨｱ履修料 

4,500 円/1 単位 

実習費（選択者のみ） 

100,000 円 

ｽﾎﾟｰﾂ健康福祉学科 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｺｰｽ 
600,000 円 30,000 円 30,000 円～ 

科目登録料 30,000 円 

実習費（選択者のみ） 

100,000 円 

 ※通信教育部については、履修単位等により別途徴収する費目がある。 
 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 本学では、2026 年度よりアカデミック・アドバイジング推進機構を設置し、「学生ファー

スト」の理念のもと、学生一人ひとりの学修状況や成長段階、個々のニーズに応じたきめ細

かな支援体制を構築している。同機構を中核として、学修支援、学生生活支援、キャリア支

援及び健康支援を有機的に連携させ、早期発見・早期対応による継続的な学生支援を推進し

ている。 

修学支援については、スチューデントサポートセンター（教務部・学生部）を中心に、履

修指導や成績管理、学修相談、学生生活支援、留学支援及び課外活動支援などを実施し、学



  

生が安心して学修に取り組める環境を整備している。 

 また、附属図書館では、ラーニングコモンズを活用した自主学修やグループ学習の場を提

供するとともに、学修支援サービスや学術情報の充実を図り、学生の主体的な学びを支援し

ている。 

 さらに、キャリアサポートセンター、健康管理センター等の関係部署とも緊密に連携し、

進路選択支援や心身の健康支援、合理的配慮を必要とする学生への支援など、多面的な学生

支援を実施している。 

 これらの組織的かつ横断的な取組を通じて、学生の修学支援の充実、学修成果の向上及び

円滑な修学の継続を図るとともに、一人ひとりの成長と自立を支える支援体制の強化に努め

ている。 

なお、日本学生支援機構給付型奨学金の採用候補者である入学者に対しては、専願入試合

格者で給付奨学金採用候補者決定通知の写しを提出できることを条件として、入学金及び前

期分授業料等の徴収を入学後の５月２７日まで猶予する取組を実施している。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

  本学では、就職支援を行うキャリアサポートセンターを組織し、各学科のキャリアサポ

ート委員（教員）と連携し教職協働による手厚い支援を実施している。学内で実施する就

職面談会では、学生の希望する事業所に参加いただくことで学生の満足度を高めている。

また、各学科の要望に応じ、各種の就職イベントを対面形式にて開催している。さらに、

医療専門職の宮崎県外への流出を少なくするために、宮崎県内のみの事業所を対象とした

薬学科就職面談会を実施している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

１）健康管理センター 

毎年 4 月に全学生を対象とした定期健康診断を実施し、受診後のアフターフォローとし

て、健康管理センターの職員による保健指導や医療機関への受診勧奨を行っている。ま

た、医師や看護師等の専門職を配置し、突発的な体調不良や慢性的な身体疾患を持つ学生

に対し、迅速な救急処置や継続的な療養支援、教職員と連携した修学上の配慮を行ってい

る。 

２）学生相談室 

学生相談室（カウンセリングルーム）を設置し、臨床心理士及び公認心理師等の有資格者

を配置して、学生の心理的支援を行っている。また、毎年全学生を対象にスクリーニング

検査（UPI）を実施し、心理的ストレスや不適応傾向の早期発見に努めている。高ストレ

スと判定された学生の情報は、健康管理センター等の関係部署と共有し、早期支援につな

げている。なお、相談室閉室時や緊急時には、健康管理センター及び学科教員と連携し、

適切な支援を行う体制を整備している。 

３）障がいのある学生に対する支援 

  障がい（発達障害を含む）のある学生への支援体制として、「障がい学生サポート委員

会」を中心に、健康管理センター、チューター、学科教員、アカデミック・アドバイジン

グ推進機構（教務・学生・キャリア支援）が密に連携し、組織的な情報共有と合意形成を

行っている。合理的配慮の申請に対しては、標準化した支援フロー（①相談、②面談、③

要望書受付、④対応検討、⑤通知・説明、⑥合意書締結、⑦定期的なモニタリング）を構

築し、学生のニーズに即した確実かつ適切な修学支援を行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：教育研究上の情報として、大学ホームページにて公表 

https://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure/disclo-01/disclo-01-info 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 

https://www.phoenix.ac.jp/outline/disclosure/disclo-01/disclo-01-info


（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（うち多子世帯） （-人） （-人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 75人 69人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

-人（0人）

261人（144）人

31人 29人

内
訳

第Ⅲ区分 27人 21人

（うち多子世帯） （15人） （13人）

（うち多子世帯） （-人） （-人）

第Ⅱ区分

37人第Ⅳ区分（多子世帯）

学校コード（13桁） F145310111583

（備考）

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

-人（144）人

後半期

230人（130）人

77人

34人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

九州医療科学大学

学校法人順正学園

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生（内数）

※家計急変による者を除く。
251人（140）人

81人第Ⅰ区分



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確定

修得単位数が「廃止」の基準に該当

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意欲
が著しく低い状況

- 人 人

0人 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたことに
より認定の取消しを受けた者の数

計

0人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取消
しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

右以外の大学等

後半期

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受けた
者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消し
を受けた者の数

- 人 人

人 人

- 人 人

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良であ
ることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

0人 人 人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停止
を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を受
けた者の数

修得単位数が「警告」の基準に該当 0人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 14人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

計 14人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意欲
が低い状況

0人 人 人

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ - 人 人


